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【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （中学校用）】

都道府県名 愛媛県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 新居浜市立西中学校

学 年 １年 ２年 ３年 特殊学級 計 教員数

学級数 ３ ２ ３ １ ９
１７

生徒数 ８４ ８０ ８９ １ ２５４

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

「確かな学力」の向上を図り、生徒の実態に応じたきめ細かな指導の方法と評
価の研究

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

・２年生数学
１年生時は２７人の３学級であったが、今年になって４０人の２学級になり、

急激な生徒数の変化があったため。また、数学は生徒の理解の状況に差が出やす
い教科であるため。

・３年生数学、３年生英語
３年生は、これまでの学習によって個人差が大きくなっており、特に数学、英

語は生徒の理解の状況に差が出やすい教科であるため。

( ) 年次ごとの計画2

○ テーマ
基礎・基本の定着を図るための少人数指導によるきめ細かな指導

○ 研究の見通し
基礎・基本の確実な定着を図りながら、生徒一人一人のよさを生かし、
伸ばす授業の展開や支援を行うことで、意欲的に学習に取り組もうとする
生徒を育成を目指す。

平 ○ 研究内容・方法
１ 個に応じた指導のための指導方法・指導体制の工夫改善

成 ( ) 少人数指導によるきめ細かな指導の工夫1
( ) 個々の生徒の能力を伸ばす学習形態の工夫2
( ) 習熟の度合いに応じた学習形態の工夫14 3

年 ２ 個に応じた指導のための教材の開発
( ) 個別指導のための教材の工夫1

度 ( ) 選択教科における発展的な学習教材の開発2

３ 生徒の学力の評価を生かした指導の改善
( ) 目標に準拠した評価規準の作成1
( ) 指導と評価の一体化を図る評価方法の工夫2

４ 特殊学級における指導方法の工夫
( ) 一人一人の実態に応じた指導内容・指導方法の工夫1
( ) 「生きる力」を育てるための指導内容の工夫2
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○ テーマ
基礎・基本を確実に身につけさせ 「自己変容力」を高めていくための、

指導方法と評価の研究

○ 研究の見通し
「確かな学力」の向上を図るためには、基礎・基本を身につけさせたう

えで、子どもが主体的に変わろうとする力を高めることが大切であると考
平 える。そのような力を身につけさせる指導・支援や評価を行うことで 「生、

きる力」を育み、自ら学び自ら考えようとする生徒の育成を目指す。
成

○ 研究内容・方法
１ 教科における「自己変容力」の育成15
( ) 変容につながる「自己評価表」の活用1

年 ( ) 客観性・信頼性のある評価のための評価規準の見直し2
( ) 理解や習熟の程度に応じた指導方法の工夫改善3

度
２ 道徳・特別活動における「自己変容力」の育成
( ) 自らの生き方を見つめ直すことのできる教材の開発1
( ) 変容を評価するための方法の研究2

３ 総合的な学習における「自己変容力」の育成
( ) 体験的な学習や問題解決的な学習の積極的な導入1
( ) 知識・技能を総合的に働かせるための学習活動の工夫2

○ テーマ
基礎・基本を確実に身につけさせ 「自己変容力」を高めていくための、

指導方法と評価の研究

○ 研究の見通し
「確かな学力」の向上を図るためには、基礎・基本を身につけさせたう

えで、子どもが主体的に変わろうとする力を高めることが大切であると考
える。そのような力を身につけさせる指導・支援や評価を行うことで 「生、

平 きる力」を育み、自ら学び自ら考えようとする生徒の育成を目指す。

成 ○ 研究内容・方法
１ 教科における「自己変容力」の育成
( ) 変容につながる「自己評価表」の活用16 1
( ) 客観性・信頼性のある評価のための評価規準の見直し2

年 ( ) 理解や習熟の程度に応じた指導方法の工夫改善3
( ) 発展的な学習や補充的な学習のための「自作教材」の開発4

度
２ 道徳・特別活動における「自己変容力」の育成
( ) 自らの生き方を見つめ直すことのできる教材の開発1
( ) 変容を評価するための方法の研究2
( ) 「自作資料」による授業実践3

３ 総合的な学習における「自己変容力」の育成
( ) 体験的な学習や問題解決的な学習の積極的な導入1
( ) 知識・技能を総合的に働かせるための学習活動の工夫2
( ) コンピュータを利用したプレゼンテーションの工夫3

( ) 研究推進体制3

「確かな学力」の向上は、全教育活動を通じて取り組んでいく必要があると考
え、教科指導部会、教科外指導部会、総合的な学習部会の３部会で研究をすすめ
ていくようにした。

研修職員会

教科指導部会 教科外指導部会 総合的な学習部会
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また、具体的な取組として、習熟の程度に応じた少人数指導を行うため、研究
推進委員会を設け、少人数指導と学力向上フロンティアスクールとしての研究を
推進していくようにした。

研究推進委員会

少人数指導部会 学力向上フロンティア
スクール部会

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

今年度は 「自己変容力」を高めていくための指導方法と評価の研究をテーマ、
として取り組み、特に習熟の程度に応じた少人数指導に力を入れた。昨年度の少
人数指導は均等なグループ編制で行い、基礎的なことが理解できていなかった生
徒にとっては、効果があることがわかった。しかし、基礎が十分に定着している

、 、生徒にはそれほどの向上が見られなかった反省を踏まえ ３年生の数学と英語で
学級を基本コースと発展コースの２つに分け、習熟の程度に応じた少人数指導に
取り組んだ。
定期テストの度数分布を見ると、基本コースでの指導によって、点数がとれな

い生徒の人数が減り、発展コースでの指導によって、さらに点数がとれるように
なったり、理解の高まりや深まりが見られるようになった。このことから、基礎
・基本の定着を図るためには、少人数指導が有効であり、発展的な内容を習得さ
せるためには、習熟の程度によって分けた少人数指導が効果的であると考えられ
る。

平成１５年度 ３年生 度数分布
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平成１４年度 ３年生 度数分布

４
月
進
級
テ
ス
ト

10
月
中
間
テ
ス
ト

２．今後の課題

今年度初めて習熟の程度に応じた少人数指導に取り組んだが、試行錯誤の連続
であった。グループ編制の方法や評価の方法、さらに効果的な指導方法などにつ
いて、今後も研究をすすめていきたい。
また、発展的な内容についての学習教材や、生徒の興味・関心を高めるような

自作教材の開発にも取り組んでいきたい。

Ⅳ 学力把握のための学校としての取組

定期的な学力テストの実施（年４回）
・度数分布表による習熟の程度の把握

到達度テストの実施（２月）

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

・第１回西条管内地区協議会（１５年１０月１０日）新居浜市立若宮小学校
研究実践の報告

・第２回西条管内地区協議会（１５年１２月１０日）新居浜市立西中学校
授業公開、具体的研究実践の発表

・第３回西条管内地区協議会（１６年１月２７日） 新居浜市立惣開小学校
実践研究のまとめ発表

、 、西条管内地区協議会には 新居浜市内の全小中学校から１名以上参加いただき
フロンティアスクールの取組を各学校に持ち帰って普及してもらっている。習熟
の程度に応じた少人数指導の授業を公開したことで、他の学校が今後取り組んで
いく参考になったと思う。
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◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 １４年度からの継続校

【学校規模】 ３学級以下 ４～６学級
７～９学級 １０～１２学級
１３～１５学級 １６学級以上

【指導体制】 少人数指導 Ｔ．Ｔによる指導
その他

【研究教科】 国語 社会 数学 理科
外国語 音楽 美術 技術・家庭
保健体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 無


	Ⅰ 学校の概要
	Ⅱ 研究の概要
	Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
	Ⅳ 学力把握のための学校としての取組
	Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

